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(57)【要約】
【課題】人力による荷物運搬において、さまざまな形状 
や大きさの荷物に対応でき、荷物の水平方向の不安定さ 
を解消でき、複数の荷物を束ねることができ、荷物を持 
ち上げる力に腕の力以外を利用でき、荷物を複数人数で 
運搬することができる、荷物運搬補助具を提供する。
【解決手段】環状の持ち手１と、持ち手１の下部に接続 
して鉛直下方向へ伸びる主ベルト２と、持ち手１の水平 
方向両端付近に接続して水平方向へ伸びる水平ベルト３ 
と、持ち手１の水平方向両端付近に接続して斜め上方向 
へ伸びる首掛けベルト４、で構成し、各ベルトの長さは 
調節することができることを特徴とした、荷物運搬補助 
具とする。各ベルトはそれぞれに、持ち手１と各ベルト 
両端で着脱、または、各ベルト両端付近でベルトを分割 
合体、が可能なものとするとなお良い。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　2　　ＯＬ　（全7頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 環 状 の 持 ち 手 と 、 持 ち 手 の 下 部 に 接 続 し て 鉛 直 下 方 向 へ 伸 び る 主 ベ ル ト と 、 持 ち 手 の 水  
平 方 向 両 端 付 近 に 接 続 し て 水 平 方 向 へ 伸 び る 水 平 ベ ル ト と 、 持 ち 手 の 水 平 方 向 両 端 付 近 に  
接 続 し て 斜 め 上 方 向 へ 伸 び る 首 掛 け ベ ル ト 、 で 構 成 し 、 各 ベ ル ト の 長 さ は 調 節 す る こ と が  
で き る こ と を 特 徴 と し た 、 荷 物 運 搬 補 助 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 ベ ル ト の 一 部 ま た は 全 部 が 、 そ れ ぞ れ に 、 前 記 持 ち 手 と ベ ル ト 両 端 で 着 脱 、 ま た  
は 、 ベ ル ト 両 端 付 近 で ベ ル ト を 分 割 合 体 、 が 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ に 示 す 荷 物 運 搬 補 助 具  
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 荷 物 の 運 搬 を 容 易 に す る た め の 補 助 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 家 具 や 家 電 な ど は 、 人 力 で 運 搬 す る に は 重 た く 、 か つ 、 持 ち 手 が な い た め に 力 が 入 れ に  
く い こ と か ら 、 運 搬 に 苦 労 す る こ と が 多 い 。 従 来 技 術 で は 、 非 特 許 文 献 １ に 、 荷 物 運 搬 を  
補 助 す る 器 具 と し て 、 持 ち 手 の 付 い た ベ ル ト が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 h t t p s : / / s t o r e . s h o p p i n g . y a h o o . c o . j p / v e r s o s / 0 0 0 0 0 0 1 2 7 4 8  
6 . h t m l   荷 物 運 搬 ベ ル ト
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 家 具 や 家 電 な ど は 、 人 力 で 運 搬 す る に は 重 た く 、 か つ 、 持 ち 手 が な い た め に 力 が 入 れ に  
く い こ と か ら 、 運 搬 に 苦 労 す る こ と が 多 い 。
　 非 特 許 文 献 １ に 、 運 搬 を 補 助 す る 器 具 と し て 、 持 ち 手 の 付 い た ベ ル ト が 開 示 さ れ て い る  
が 、 荷 物 に 掛 け る ベ ル ト が 、 荷 物 の 下 部 に 通 す ベ ル ト の み で あ る こ と か ら 、 荷 物 の 水 平 方  
向 へ 力 を か け に く く 、 ま た 、 荷 物 を 持 ち 上 げ る 力 は 腕 の 力 の み に よ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 持 ち 手 と ベ ル ト の 組 み 合 わ せ に よ り 、 さ ま ざ ま な 形 状 や 大 き さ の 荷 物 に 対 応  
で き 、 荷 物 に 水 平 方 向 の 力 を か け や す い た め 、 荷 物 の 水 平 方 向 の 不 安 定 さ を 解 消 で き 、 複  
数 の 荷 物 を 束 ね る こ と が で き 、 首 掛 け ベ ル ト を 使 用 す る こ と で 、 荷 物 を 持 ち 上 げ る 力 に 起  
立 力 な ど 腕 の 力 以 外 の 力 を 利 用 で き 、 荷 物 を 複 数 人 数 で 運 搬 す る こ と が で き る 組 み 合 わ せ  
と す る こ と も 可 能 な 、 荷 物 運 搬 補 助 具 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 環 状 の 持 ち 手 １ と 、 持 ち 手 １ の 下 部 に 接 続 し て 鉛 直 下 方 向 へ 伸 び る 主 ベ ル ト ２ と 、 持 ち  
手 １ の 水 平 方 向 両 端 付 近 に 接 続 し て 水 平 方 向 へ 伸 び る 水 平 ベ ル ト ３ と 、 持 ち 手 １ の 水 平 方  
向 両 端 付 近 に 接 続 し て 斜 め 上 方 向 へ 伸 び る 首 掛 け ベ ル ト ４ 、 で 構 成 し 、 各 ベ ル ト の 長 さ は  
調 節 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と し た 、 荷 物 運 搬 補 助 具 と す る 。 各 ベ ル ト は そ れ ぞ れ に  
、 持 ち 手 １ と 各 ベ ル ト 両 端 で 着 脱 、 ま た は 、 各 ベ ル ト 両 端 付 近 で ベ ル ト を 分 割 合 体 、 が 可  
能 な も の と す る と な お 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 荷 物 運 搬 補 助 具 を 使 用 す る こ と で 、 持 ち 手 １ と 各 ベ ル ト の 組 み 合 わ せ に よ り 、 さ ま ざ  
ま な 形 状 や 大 き さ の 荷 物 に 対 応 で き 、 荷 物 の 水 平 方 向 の 不 安 定 さ を 解 消 で き 、 複 数 の 荷 物  
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を 束 ね る こ と が で き 、 荷 物 を 持 ち 上 げ る 力 に 起 立 力 な ど 腕 の 力 以 外 を 利 用 で き 、 荷 物 を 複  
数 人 数 で 運 搬 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 持 ち 手 １ を ２ 個 と 、 ２ 個 の 持 ち 手 １ に 接 続 す る １ 本 の 主 ベ ル ト ２ の 構 成 （ 図 ２ （ ａ ） ）  
を 基 本 構 成 と し 、 基 本 構 成 で は 、 荷 物 の 下 部 に 主 ベ ル ト ２ を 通 す こ と で 、 持 ち 手 １ を 握 っ  
て 荷 物 を 持 ち 上 げ る こ と が で き る た め 、 荷 物 を 運 搬 し や す く な る 。
　 基 本 構 成 に 、 １ 本 の 水 平 ベ ル ト ３ を 、 ２ 個 の 持 ち 手 １ の 運 搬 者 か ら 遠 い 側 に 接 続 す る こ  
と で 、 荷 物 に 水 平 方 向 の 力 を 加 え る こ と が で き る た め 、 荷 物 の 水 平 方 向 の 不 安 定 さ を 解 消  
で き る 。 （ 図 ２ （ ｂ ） ）
　 基 本 構 成 に 、 ２ 本 の 水 平 ベ ル ト ３ を 、 ２ 個 の 持 ち 手 １ の 運 搬 者 側 に １ 本 、 ２ 個 の 持 ち 手  
１ の 運 搬 者 か ら 遠 い 側 に １ 本 、 接 続 す る こ と で 、 水 平 ベ ル ト ３ は ２ 本 で 水 平 方 向 の リ ン グ  
状 と な り 、 複 数 の 荷 物 を 束 ね る こ と や 、 荷 物 の 安 定 を 強 化 す る こ と が で き る 。 （ 図 ２ （ ｃ  
） ）
　 図 ２ （ ｃ ） の 状 態 で は 、 ２ 個 の 持 ち 手 １ を 別 々 の 運 搬 人 が 持 つ こ と で 、 荷 物 を ２ 名 で 運  
搬 す る こ と が で き る 。 （ 図 ２ （ ｄ ） ）
　 基 本 構 成 や 図 ２ （ ｂ ） や 図 ２ （ ｃ ） に 示 す 構 成 に 、 １ 本 の 首 掛 け ベ ル ト ４ を 、 ２ 個 の 持  
ち 手 １ の 運 搬 者 側 に 接 続 し 、 首 掛 け ベ ル ト ４ を 運 搬 者 の 首 に 掛 け る こ と で 、 荷 物 を 持 ち 上  
げ る 力 に 起 立 力 な ど 腕 の 力 以 外 を 利 用 で き る 。 （ 図 ２ （ ｅ ） ）
　 図 ２ （ ｄ ） の 構 成 で も 、 １ 本 の 首 掛 け ベ ル ト ４ を 、 １ 個 の 持 ち 手 １ の 両 端 に 接 続 し 、 首  
掛 け ベ ル ト ４ を 運 搬 者 の 首 に 掛 け る こ と で 、 荷 物 を 持 ち 上 げ る 力 に 起 立 力 な ど 腕 の 力 以 外  
を 利 用 で き る 。 （ 図 ２ （ ｆ ） ）
　 基 本 構 成 ２ つ を 、 ２ 本 の 水 平 ベ ル ト ３ で 接 続 す る こ と で 、 大 き な 荷 物 を ２ 名 で 運 搬 す る  
こ と が で き る 。 （ 図 ２ （ ｇ ） ）
　 図 ２ （ ｇ ） の 構 成 に 、 ２ 本 の 水 平 ベ ル ト ３ を 接 続 す る こ と で 、 水 平 ベ ル ト ３ は ４ 本 で 水  
平 方 向 の 大 き な リ ン グ 状 と な り 、 複 数 の 大 き な 荷 物 を 束 ね る こ と や 、 大 き な 荷 物 の 安 定 を  
強 化 す る こ と が で き る 。 （ 図 ２ （ ｈ ） ）
　 図 ２ （ ｈ ） の 状 態 で は 、 ４ 個 の 持 ち 手 １ を 別 々 の 運 搬 人 が 持 つ こ と で 、 荷 物 を ４ 名 で 運  
搬 す る こ と が で き る 。 （ 図 ２ （ ｉ ） ）
　 図 ２ （ ｇ ） 、 図 ２ （ ｈ ） 、 図 ２ （ ｉ ） に 示 す 構 成 に お い て も 、 図 ２ （ ｅ ） 、 図 ２ （ ｆ ）  
の よ う に 首 掛 け ベ ル ト ４ を 使 用 す る こ と が で き る 。
　 各 ベ ル ト は 長 さ の 調 節 が で き る こ と か ら 、 さ ま ざ ま な 形 状 や 大 き さ の 荷 物 に 対 応 で き る  
。
　 柱 状 の 荷 物 の た め に 、 ２ 本 の 主 ベ ル ト ２ が 荷 物 の 底 面 で 交 差 す る よ う に 構 成 し た り 、 長  
い 荷 物 の た め に 、 ４ 人 以 上 で 運 搬 で き る よ う に 構 成 し た り す る こ と も 考 え ら れ 、 上 記 に 示  
し た 構 成 以 外 で の 使 用 方 法 を 排 除 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 さ ま ざ ま な 構 成 で の 使 用 例 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ２ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ３ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ４ の 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 環 状 の 持 ち 手 １ と 、 持 ち 手 １ の 下 部 に 接 続 し て 鉛 直 下 方 向 へ 伸 び る 主 ベ ル ト ２ と 、 持 ち  
手 １ の 水 平 方 向 両 端 付 近 に 接 続 し て 水 平 方 向 へ 伸 び る 水 平 ベ ル ト ３ と 、 持 ち 手 １ の 水 平 方  
向 両 端 付 近 に 接 続 し て 斜 め 上 方 向 へ 伸 び る 首 掛 け ベ ル ト ４ 、 で 構 成 し 、 各 ベ ル ト の 長 さ は  
調 節 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と し た 、 荷 物 運 搬 補 助 具 と す る 。 各 ベ ル ト は そ れ ぞ れ に  
、 持 ち 手 １ と 各 ベ ル ト 両 端 で 着 脱 、 ま た は 、 各 ベ ル ト 両 端 付 近 で ベ ル ト を 分 割 合 体 、 が 可  
能 な も の と す る と な お 良 い 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 、 本 荷 物 運 搬 補 助 具 の 実 施 例 １ を 示 す 。 実 施 例 １ で は 、 持 ち 手 １ の 下 部 に 、 主 ベ  
ル ト ２ を 通 す こ と が で き る 穴 を 設 け 、 持 ち 手 １ の 水 平 方 向 両 端 付 近 に 、 水 平 ベ ル ト ３ と 首  
掛 け ベ ル ト ４ を 同 時 に 通 す こ と が で き る 穴 を 設 け て 、 主 ベ ル ト ２ を １ 本 、 水 平 ベ ル ト ３ を  
１ 本 、 首 掛 け ベ ル ト ４ を １ 本 、 を 持 ち 手 １ に 接 続 し て い る 。 ま た 、 各 ベ ル ト は 、 長 さ 調 節  
具 ５ に よ り 、 長 さ を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ に 、 本 荷 物 運 搬 補 助 具 の 実 施 例 ２ を 示 す 。 実 施 例 ２ で は 、 各 ベ ル ト を 通 す 穴 を 、 ベ  
ル ト 長 さ 調 節 機 能 を 持 た せ た ベ ル ト 通 し 穴 と し て 、 前 記 長 さ 調 節 具 ５ を 用 い な い で 、 各 ベ  
ル ト の 長 さ を 調 節 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ に 、 本 荷 物 運 搬 補 助 具 の 実 施 例 ３ を 示 す 。 実 施 例 ３ で は 、 水 平 ベ ル ト ３ と 首 掛 け ベ  
ル ト ４ に つ い て 、 各 ベ ル ト 両 端 付 近 に 設 置 し た ワ ン タ ッ チ バ ッ ク ル ６ に よ り 、 分 割 合 体 で  
き る よ う に し て い る 。 ま た 、 ワ ン タ ッ チ バ ッ ク ル ６ に は 、 ベ ル ト 長 さ 調 整 機 能 が つ い て お  
り 、 ベ ル ト の 長 さ を 調 節 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ に 、 本 荷 物 運 搬 補 助 具 の 実 施 例 ４ を 示 す 。 実 施 例 ４ で は 、 持 ち 手 １ に 、 ワ ン タ ッ チ  
バ ッ ク ル ７ を 直 接 着 脱 で き る 構 造 の 穴 を 設 け 、 水 平 ベ ル ト ３ と 首 掛 け ベ ル ト ４ の 着 脱 が 容  
易 に で き る よ う に し て い る 。 ま た 、 ワ ン タ ッ チ バ ッ ク ル ７ に は 、 ベ ル ト 長 さ 調 整 機 能 が つ  
い て お り 、 ベ ル ト の 長 さ を 調 節 で き る よ う に し て い る 。 実 施 例 ３ で は 、 ベ ル ト 端 部 で ベ ル  
ト の 分 割 を 行 っ て も 、 ベ ル ト 端 部 が 持 ち 手 １ に 接 続 さ れ た ま ま と な っ て し ま う が 、 実 施 例  
４ で は 、 使 用 し な い ベ ル ト は 完 全 に 撤 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 施 例 １ ～ ４ に 示 し た 実 施 例 は 、 本 荷 物 運 搬 補 助 具 の 実 施 例 に 過 ぎ ず 、 持 ち 手 １ の 形 状  
、 ベ ル ト 長 さ 調 節 機 構 、 持 ち 手 １ に 接 続 す る 各 ベ ル ト の 本 数 、 持 ち 手 １ と 各 ベ ル ト の 接 続  
方 法 、 持 ち 手 １ と 各 ベ ル ト の 着 脱 方 法 、 各 ベ ル ト の 分 割 方 法 、 等 を 限 定 す る も の で は な い  
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 持 ち 手 １ の 材 質 は 、 強 度 に 優 れ 、 金 属 よ り も 軽 量 な 、 樹 脂 を 想 定 し て お り 、 各 ベ ル ト の  
材 質 は 、 強 度 や 耐 摩 耗 性 に 優 れ た 化 学 繊 維 を 想 定 し て い る が 、 他 の 材 質 を 排 除 す る も の で  
は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 運 搬 者 の 首 へ の 負 担 軽 減 や 荷 物 の 保 護 の た め 、 各 ベ ル ト に パ ッ ト 等 を 取 り 付 け る こ と も  
考 え ら れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １     持 ち 手
　 ２     主 ベ ル ト
　 ３     水 平 ベ ル ト
　 ４     首 掛 け ベ ル ト
　 ５     長 さ 調 節 具
　 ６ 、 ７     ワ ン タ ッ チ バ ッ ク ル
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 5 月 1 4 日 ( 2 0 2 2 . 5 . 1 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 環 状 の 形 状 で 、 そ の 中 穴 に 指 を 通 し て 上 部 を 握 る 形 状 の 持 ち 手 と 、 持 ち 手 の 下 部 に 接 続  
し て 鉛 直 下 方 向 へ 伸 び る 主 ベ ル ト と 、 持 ち 手 の 水 平 方 向 両 端 付 近 に 接 続 し て 水 平 方 向 へ 伸  
び る 水 平 ベ ル ト と 、 持 ち 手 の 水 平 方 向 両 端 付 近 に 接 続 し て 斜 め 上 方 向 へ 伸 び る 首 掛 け ベ ル  
ト 、 で 構 成 し 、 各 ベ ル ト の 長 さ は 調 節 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と し た 、 荷 物 運 搬 補 助  
具 。
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